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省

力

と

増
産
を
め
。
さ
し
て

近
代
化
農
業
ヘ

曲
り
く
ね

い
ま
は

刃k
~ 

っ
た

あ
ぜ
道
も

身

す
で
に
な
っ
か
し
く

今月のおもな記事

。昭和49年度予算きまる

。議室会だより

。国民年金だより

。重度心身障害ー者に医療費

。確定申告がまちがっていた

ら

。警禁だより

。農作業賃金きまる

。朝日町役場職員と教職員の

異動

。火災予防
ρ
0
7
l
k
u
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こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
当
初
予

算
に
比
べ
、

一
億
九
千
三
百
七
十
八
万
円
の
増
で
、

十
五
・
五
い
「

の
伸
び
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
歳
入
に
つ
い
て
は
各
費
目
別
に
、
歳
出
に
つ
い
て
は、

三
つ
の
基
本
施
策
別
に
、
主
な
る
も
の
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一
般
会
計
予
算

第2L 4 I~· ーー

十
四
億
四
千
四
百
八
十

一
万
四
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

ひ

二
億
八
千
五
百
三
十
一
万
六
千
円

さ

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
特
別
会
計

（
笹
川

・
宮
崎

・
境
診
療
所
〉

二
千
百
六
十
九
万
九
千
円

報一一． あ

簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算

ー広

八
百
七
万
九
千
円

用
水
特
別
会
計
予
算

二
百
十
七
万
六
千
円

町
税
は
全
体
の

ニ
＋
・
四
パ
ーセ
ント

歳
入
予
算
の
二
十

・

四
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た

る
二
億
九
千
四
百
九
十

一
万
六
千
問
が
、
町
の

税
金
に
よ
る
も
の
で
、

町
民
税
一
億
二
千
六
百
九
十
七
万
六
千
円

固
定
資
産
税
一
億

一
千
二
再
三
十
二
万
二

千
円
、

電
気
ガ
ス
税
一
千
五
百
五
十
＝
一万

円
、
た
ば
こ
消
費
税
二
千
六
百
九
十
四
万

四
千
円
な
ど
が
主
な
る
も
の
で
す
。

自
動
車
重
量
税
の

掴
河
温
圃
圃
甜
姻
闘
う
ち
か
ら
町
へ
、
道

圃
E
E園
田
臨
即
闇
路
の
延
長
、

面
積
に

聞

記

画

期

幽

応
じ
て
配
分
さ
れ
る

BEl
i－
－

も
の
で
、
九
百
万
円

を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

町
へ
交
付
す
る
も
の
で
、

県
が
自

動
車
取
得

税
の
う
ち

の
一
部
を

一
千
五
百
万
円

を
予
定
し
て
い
ま
す
O

E
s－
－
聞

l
聞
が
町
の
な
耐
不

随

’

朝

日

輔

足
を
補
い
、
財
的
的

聞
置
喧
喧
圃
’
掴
薗
地
域
格
差
を
少
な
く

陣
即
刷
協
MMM
閣

す
る
た
め
に
交
付
す

4
1
11
1
i
i
る
も
の
で
、
前
年
度

よ
り
八
千
九
百
八
十
万
円
増
の
、
四
億
七

千
三
百
万
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
こ

れ
は
歳
入
全
体
の
三
十
二
・
七
パ

ー
セ

ン

ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

八
十
五
万
一
千
円
、
こ
れ
は
、
交
通
反

則
金
の
う
ち
か
ら
、

町
へ
交
付
さ
れ
る
も

の
で
す。

i
l
i
l
i－
－

I
事
業
の
受
読
者
が

聞
姐
明
週
凋
闘

負
担
す
る
お
金
で
、

圃
，
．
町
田
砂
町
副
総
額

一
億
一
千
百
五

閉

陪

屯
一
間
捌

十

一
万
四
千
円
を
見

l
i
g－－
E
込
ん
で
お
り
、
造
林

事
業
の
分
担
金
や
、
常
設
保
育
所
の
負
担

金
が
主
な
る
も
の
で
す
。福
祉

・
体
育
セ
ン

タ
ー
、
公
営
住
宅
、

町
営
プ
l
h
y
』
響
の
使

用
料
や
、

戸
籍
な
ど

の
手
数
料
で
、

一
千

n
O
7
t
ρ
0
 

六
百
十
二
万
八
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

自
目

E
B
E－
E
E

町
が
法
令
に
廿
掛
づ

醐

割

削

聞
か
一
い
て
行
う
準
策
や

y

幽
閉
虚
畠
園
周
喧
睡
眠

国
と
町
の
相
互
の
利

離
航
開
院
肝
臨

書
に
関
係
の
あ
る
事

5
2
2
E
g
g
a
s－
業
を
行
う
場
合
、
（

国
庫
負
担
金
）

、
国
の
事
業
を
町
が
委
託

さ
れ
て
行
う
場
合
（
国
庫
委
託
金
〉
及
び

町
が
行
う
事
業
を
匝
へ
申
請
し
て
認
め
ら

れ
た
場
合
（
国
庫
補
助
金
）

、
国
が
そ
の

用
途
を
指
定
し
て
町
へ
交
付
す
る
お
金
で

総
額
一
億
八
千
百
四
万
七
千
同
を
見
込
ん

で
お
り
ま
す
。

(2) 

国
庫
支
出

金
と
同
じ
よ

う
な
方
法
で

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、

二
億
五
千

三
百
三
十

一
万
八
千
同
を
見
込
み
、
歳
入

会
休
の
十
七

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
り

ま
す
。

預
金
利
子

ゃ
、
国
民
年

金
印
紙
究
捌

手
数
料
等
が
主
な
る
も
の
で
、
総
額
で
九

百
八
十
六
万
七
千
円
に
な
り
ま
す
。一
千
三
百

九
十
三
万
六

千
円
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町
が
事
業

を
行
う
た
め

国
や
団
体
か

ら
借
入
れ
る
お
金
で
、
六
千
百
三
十
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す。
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生
活
環
境
の
整
備

教
育
条
件
の
整
備

産
業
基
盤
の
整
備

ひ

歳
出
に
つ
い
て
は
、

三
つ
の
基
本
施
策

別
に
、
従
米
の
施
策
に
合
わ
せ
て
本
年
度

新
た
に
実
施
す
る
事
業
の
主
な
る
も
の
を

あ
げ
て
見
ま
す
と
：：・：・・
0

さあ報一広

的
社
会
箔
祉
の
向
上
に
ニ
憧
七
千
九
百

二
十
七
万
八
千
円

主
な
る
も
の
は

・
八
十
才
以
上
の
老
人
に
敬
老
福
祉
金
の

支
給

・
身
体
障
害
者
の
医
療
費
の
公
費
負
担
に

つ
い
て
、
六
十
才
以
上
と
レ
う
従
来
の

年
令
制
限
を
、

一
、
二
級
の
重
度
身
体

障
害
者
に
限
り、

こ
れ
を
取
り
は
ず
し

、
こ
れ
ら
の
方
が
た
の
医
療
費
を
、
全

額
公
費
負
担
と
す
る
も
の
。

－
身
体
障
害
者
の
補
装
具
費
の
助
成

－
ね
た
き
り
老
人
に
特
殊
ベ
ッ
ト
の
配
置

や
、
家
庭
奉
仕
員
の
増
員

・
泊
東
部
保
育
所
の
増
築
や
、
そ
の
他
保

育
所
の
諸
施
設
の
改
善
盤
備

帥
保
健
衛
生
の
充
実
に
六
千
五
百
四
十

四
万
円

－
成
人
病
対
策
の

一
環
と
し
て
、
住
民
検

診
併
用
循
環
器
集
問
検
診
の
突
施

・
・
離
乳
食
指
導
講
習
の
突
施
と
家
族
計
画

器
具
施
策
の
充
実

－
殺
そ
剤
の
撫
料
配
布

－
地
区
の
不
燃
物
集
積
所
の
設
般
に
刈
す

る
助
成

－
泊
病
院
の
医
療
機
器
の
光
突

例
道
路
交
通
網
の
盤
備
に
一
億
二
千
七

百
十
五
万
三
千
円

・
町
道
改
良
や
舗
装
、
都
市
計
阿
術
協
輸

業
の
用
地
質
収

・
下
水
路
の
ア
マ
グ
レ

ー
ド
（
ふ
た
）
挫

備
－
下
水
道
計
画
作
成
の
調
査

－
が
け
地
な
ど
危
険
住
宅
の
移
転
事
業

付
消
防
機
能
の
強
化
に
四
千
四
万
七
千

円

・
防
火
貯
水
槽
及
び
消
火
栓
の
設
置

．
老
朽
自
動
車
ポ

シ
プ
の
更
新

－
消
防
団
員
の
手
当
の
改
警
や
服
装
体
制

の
確
立

肘
災
害
復
旧
事
業
の
促
進
に
二
千
五
百

四
＋
六
万
円

ω学
校
教
育
の
勘
軍
備
に
一
億
五
千
八
百

九
十
一
万
円

・
教
育
資
材
の
盤
備
や
、
学
校
プ
l

山戸の

設
蹴

・
・
中
学
校
の
統
廃
合
に
伴
う
用
地
の
造
成

工
事
に
必
要
な
付
帯
工
事

同
社
会
教
育
の
充
実
に
一
千
三
百
十
五
・

万
一
千
円

－
青
年
学
級
等
各
学
級
の
充
実

．
社
会
教
育
団
体
へ
の
助
成

付
文
化
財
保
護
の
推
進
に
ニ
千
三
＋

万
三
千
円

－
不
動
堂
遺
跡
の
永
久
保
存
や
、
文
化
財

資
料
、
町
史
資
料
を
災
害
か
ら
守
る
た

め
の
収
納
腐
の
整
備

同
保
健
体
育
の
向
上
に
四
百
六
＋
万
九

千
円

・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
よ
り
活
発
に
す
る
た

め
の
指
導
員
や
、
施
設
の
充
実

K
市
弘
二
日
け

ω吋
パド
i
h

－－U
品
川
j
ソ
h
j
IH－－叫い
年同
・

制
農
林
水
産
業
の
緩
奥
に
三
億
二
千
二

百
六
十
九
万
六
千
円

－m
農
業
構
造
改
善
事
業
の
推
進
ゃ
、
峰
越

林
道
等
林
道
の
新
設
改
良
工
事

・
漁
港
の
整
備
や
、
漁
業
協
同
組
合
の
合

併
促
進

帥
商
工
業
の
振
興
と
観
光
開
発
に
一
千

四
百
二
十
六
万
九
千
円

・
県
立
自
然
公
園
の
整
備
や
、
登
山
客
の

便
宜
を
は
か
る
た
め
の
林
道
整
備

制
労
働
関
係
施
策
の
推
進
に
一
子
九
百

三
万
六
千
円

－
失
業
対
策
事
業
の
実
施

ω一
一
般
行
政
の
充
輿
に
二
億
八
百
六
十

万
二
千
円

・
町
政
二
十
周
年
記
念
行
事
の
実
施
や
、

交
通
安
全
対
策
の
確
立

同
広
域
行
政
の
整
備
に
四
千
九
十
万
六

千
円

昭
和
四
十
九
年
度

政

策

別

の

な

－
新
川
広
域
園
事
業
の
負
担
金
や
、
広
域

営
農
団
地
ス
ー

パ
ー
農
道
の
負
担
金

料
公
債
費
お
よ
び
予
備
費
は
一
一
億
四
百

九
＋
万
四
千
円
で
す

一
般
会
計
の
な
か
み

(3) 

台、

み

消防欄般if)強化

',004アロ千円

出曹団l日窃民的附lit
l .546万円

社告教育的克賓

’，315万1千円
文化嗣偉措の抱温

l ,033万3よ干円

悔曹~宵町向よ
叫O方9千円

署員工亜の担聞と眠究開尭

l・.426万ヲ平内

苛働関係施曹の剣車

I，剖3宵6予内
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激
動

す
る
社
会
情
勢
の
中
で

総
需
要
の
抑
制
を
基
本
と
し
て

然224号 ......

住
民
福
祉
の
施
策
を
推
進

朝日町長中川港 一

ひ司さあ

社
会
経
済
情
勢
な
ら
び
に
住
民
意
識
の

変
化
に
呼
応
し
て
、
活
力
あ
る
町
政
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
財
政
に
課
せ
ら

れ
た
役
割
の
大
き
な
』
」
と
は
当
然
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
た
び
予
期
し
な
か
っ
た
異

常
な
経
済
事
情
が
生
じ
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
深
刻
、
か
つ
不
安
な
局
而
に
対
処
す
る

た
め
に
は
、

総
需
要
の
強
力
な
抑
制
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
立
ち
い

た
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
緊
迫
し
て
い
る
な
か
で
、

財
政
の
適
確
な
見
通
し
ゃ
』
た
て
る
こ
と

が
、
著
し
く
困
難
な
年
で
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
の
情
勢
を
し
ん
し
ゃ
く
し
、

本
町
発
展
の
歴
史
の
ふ
り
か
え
り
と
、
将

来
の
見
通
し
に
立
つ
と
と
も
に
、
さ
き
ご

ろ
策
定
し
た
朝
日
町
総
合
計
箇
基
本
織
想

を
基
本
と
し
て
方
針
を
立
て
た
の
で
あ
り

報 パ広

ま
す
。すな
わ
ち
、

国
の
予
算
、
地
方
財
政
計

四
の
内
容
な
ど
を
助
祭
し
な
が
ら
、
総
出

要
抑
制
の
方
針
に
沿
い
公
共
事
撲
に
つ
い

て
は
前
年
度
並
み
と
し
、
町
単
狐
事
出
滑
に

つ
い
て
も
必
要
愚
少
限
に
と

y

め
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
な
か
に
あ
っ

て
も
社
会
箔
祉
の
充
実
、
教
育
条
件
の
整

備、

町
民
生
活
の
安
定
な
ど
の
施
慨
を
通

じ
て
町
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く

考
え
で
あ
り
ま
す
。

つ
ゲ
に
新
年
度
の
予
算
編
成

に
あ
た

り
、
か
ね
て
基
本
的
心
構
え
と
し
て
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
三
つ
の
柱
に
つ
い
て
所

見
を
申
し
の
べ
ま
す
e

生明：
活る：
のく：
た健：
めや：
にカ瓦：
な：

ー

生
活
環
境
の
整
備

町
民
の
日
常
生
活
が
安
定
し
、
充
分
に

そ
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

こ
と
が
ま
ず
大
切
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
婦
人
が
健
康
で
丈
夫
な
子
旬
、
を
生
み

健
や
か
に
脊
て
る
た
め
の
総
合
母
子
保
健

体
制
の
殖
立
を
め
ざ
し
て
、

現
児
医
療
の

無
料
化
、
経
産
婦
の
特
別
疾
病
医
療
の
無

料
化
の
措
慨
を
と
る
と
と
も
に
、

要
保
育

児
童
の
た
め
の
施
設
を
董
備
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

ま
た
、
老
人
の
肉
体
的
や
精
神
的
、
経

済
的
苦
痛
の
軽
減
を
は
か
る
と
と
も
に
、

身
体
臓
事
者
な
ど
、
と
り
残
さ
れ
が
ち
な

人
を
大
切
に
す
る
政
策
が
必
要
で
あ
り
、

さ
ら
に
生
活
環
廃
の
変
化
に
伴
っ
て
成

人
病
が
増
加
の

一
途
を
示
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
対
策
を
は
か
る
と
と
も
に
、

生
活
水
準
の
向
上
に
伴
う
廃
棄
物
の
排
出

量
の
治
大
に
対
処
す
る
施
肢
の
鉱
充
と
鍛

備
に
意
を
用
い
ま
し
た
ο

道
路
対
策
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
長
期

的
な
情
想
の
も
と
に
、
都
市
的
機
能
と
山

村
的
機
能
が
充
分
発
揮
で
き
る
道
路
を
整

備
し
て
、
住
民
生
活
の
効
率
化
に
努
め
た

い
考
え
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
市
町
相
互
の
機
能
分
担
の

な
か
で
、
一
体
と
な
っ
て
効
果
を
あ
げ
る

た
め
の
広
域
圏
諸
施
設
の
運
営
に
カ
を
注

い
で
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

め豊
ざか
しな
て人
間－
形：
成：
を；

Z
教
育
条
件
の
整
備

進
展
悲
し
い
現
代
社
会
の
中
で
、
人
聞

が
成
長
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
環
協
況
を

確
立
し
、
将
来
、
社
会
人
と
し
て
価
値
あ

る
人
間
形
成
へ
の
道
を
聞
く
こ
と
に
努
力

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
の
教
育
施
策
と
し
て
、
町
単

鵠
師
に
意
を
用
い
る
と
と
も
に
、

教
員
の

研
修
強
化
、
学
習
指
導
機
鋒
の
磁
備
な
ど

そ
の
内
容
の
光
契
を
期
し
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
施
設
の
近
代
化
や
教
員
の

指
持
団
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
、

中
学
校

の
統
合
に
指
手
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
名
種
の
社
会
教
育
団
体
や
、

グ
ル
ー
プ
の
相
互
研
さ
ん
、
育
成
に
質
点

を
世
く
と
と
も
に
、
学
校
体
育
純
設
の
開

放
、
学
校
ア
l
μ
の
建
設
に
つ
と
め
る
な

ど
、
社
会
教
育
分
野
の
充
実
に
つ
と
め
、

若
い
世
代
の
健
全
な
育
成
に
つ
と
め
て
ま

い
り
た
い
考
え
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
町
内
の
賞
軍
な
遺
跡
を
発
網
棚
踊

査
し
、

歴
史
的
な
文
化
財
と
し
て
、
そ
の

保
存
に
努
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

農
業
の
近
代
化
と

各
種
産
業
の
開
発

促
進

＆
産
業
基
盤
の
整
備

農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
基
綴
改

普
な
く
し
て
は
所
得
の
向
上
は
考
え
ら
れ

な
い
た
め
、
第
二
次
農
蝶
構
造
改
－

e興

計
画
を
樹
立
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
近
代
的

な
農
業
に
整
備
し
、
零
細
経
営
の
限
界
を

な
く
す
る
と
と
も
に
、
議
産
小
規
線
経
営

か
ら
将
終
的
多
胡
化
経
営
へ
の
方
向
に
努

め
、
夢
あ
る
農
村
の
央
抑
制
を
期
し
た
い
考

え
で
あ
り
ま
す
。

(4) 

林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

脱
獄
林
資
源
の

開
発
と
、
森
林
レ
タ
リ
斗
i
シ
2

ン
の
場

を
提
供
す
る
な
ど
、
公
益
的
機
能
の
峰
越

林
道
の
促
進
に
努
力
す
る
考
え
で
あ
り
ま

す。
漁幽需
に
つ
き
ま
し
て
は
、
漁
獲
の
向
上

の
た
め
漁
港
盤
備
の
強
化
、
漁
策
協
同
組

合
の
合
併
促
進
と
内
水
面
漁
撲
の
育
成
に

努
め
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
，。

中
小
企
嫌
に
つ
き
ま
し
て
は
、
商
店
経

営
対
策
を
中
心
と
し
た
保
興
策
を
推
進
し

そ
の
発
肢
に
努
力
し
た
い
考
え
で
あ
り
ま

す。
観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
域
観
光
の

拠
点
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
確
立
す
る
た

め
、
四
季
の
自
然
を
生
か
し
た
県
立
自
然

公
聞
に
ふ
さ
わ
し
い
披
怖
の
突
現
に
つ
と

め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

以
上
三
つ
の
基
本
施
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
し
い
政
策
を
追
求
し
つ
つ
、
財
政

規
模
を
抑
制
す
る
と
い
う
、
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
試
練
に
立
た
さ
れ
て
い

る
た
め
、
実
行
に
あ
た
っ
て
は
、
現
実
を

直
視
し
、
将
来
の
展
望
の
う
え
に
た
っ
て

全
力
を
傾
注
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

（
基
本
方
針
だ
け
抜
す
い
）
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臼
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3
月
四
日

3
P
L
日
日

3
月
間
日

四
十
九
年
度
各
会
計
予
算

敬
老
福
祉
金
条
例
制
定
な

三
十
二
議
案
を
審
議
可
決

願

陳

情

十

t』
2コE月定例3 

日

程

議
案
第
1
号
昭
和
四
十
九
年
度
朝
日
町
一

木
会
議
（
会
議
録
署
名
議
員

の
指
名
、
会
期
の
決
定
、
提

案
理
由
説
明
）

休
会
木
会
議
（
議
案
説
明
）

本
会
誌
（
議
案
説
明
）

本
会
議
（
質
疑
）

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案

及
び
請
顕
陳
情
を
各
常
任
委

員
会
に
付
託
）

常
任
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

常
任
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

休
会
常
任
委
員
会

総
務
委
員
会

本
会
議
（
委
員
長
報
告
、
質

疑
、
討
論
、
表
決
、
請
願
陳

情
の
決
定
）

可
決
し
た
議
案

般
会
計
予
算

議
案
第
2
号
昭
和
四
十
九
年
母
笛
朝
日
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

議
案
第
3
号
昭
和
四
十
九
年
度
朝
日
町
国

民
健
康
保
険
診
療
施
設
笹
川

診
療
所
特
別
会
計
予
算

議
案
第
4
号
昭
和
問
十
九
年
度
朝
日
町
国

民
健
康
保
険
診
療
施
設
宮
崎

診
療
所
特
別
会
計
予
算

議
笑
第
5
号
昭
和
四
十
九
年
度
朝
日
町
国

民
健
康
保
険
診
療
施
設
境
診

療
所
特
別
会
計
予
算

議
案
第
6
号
昭
和
四
十
九
年
序
朝
日
町
簡

易
水
道
特
別
会
計
予
算

議
案
第
7
号
昭
和
田
十
九
年
度
朝
日
町
南

保
外
二
地
医
用
水
特
別
会
計

予
算

議
案
第
8
号
昭
和
四
十
九
年
度
朝
日
町
泊

外
一
地
区
用
水
特
別
会
計
予

算

議
案
第
9
号
昭
和
四
十
九
年
度
朝
日
町
立

泊
病
院
事
業
会
計
予
算

議
案
第
叩
号
朝
B
町
特
別
会
計
に
関
す
る

条
例
一
部
改
正
の
件
。

（
条
例
中
山
崎
診
療
所
特
別

会
計
を
削
る
も
の
）

議
案
第
川
号
朝
日
町
の
議
会
の
議
員
等
の

請

報
酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条

例

一
部
改
正
の
件

（
教
育
委
員
、
農
業
委
員
、

選
挙
管
理
委
員
、
監
宜
委

員
、
出
定
資
産
評
価
審
夜

委
員
等
の
報
酬
を
改
正
す

る
・
も
の
。
）

議
案
第
ロ
号
朝
日
町
社
会
教
育
委
員
の
報

制
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例

一
部
改
正
の
件

議
案
第
日
号
朝
日
町
社
会
教
育
指
導
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条

例
一
部
改
正
の
件

議
案
第
は
い
号
朝
日
町
体
育
指
導
委
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例

一
部
改
正
の
件

議
案
第
日
号
朝
日
町
公
民
館
運
営
審
議
会

の
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例

一部
改

正
の
件

議
案
第
同
号
朝
日
町
文
化
財
調
査
委
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条

例
一
部
改
正
の
件

議
案
第
日
号
朝
日
町
消
防
団
条
例
一
部
改

主
の
件

（
消
防
団
員
等
の
諸
手
当
を

改
正
す
る
も
の
）

ど

件

の

議
案
第
同
号
朝
日
町
消
防
職
員
及
び
消
防

団
員
賞
じ
ゅ
っ
条
例
一
部
改

正
の
件

（
殉
職
者
、
不
具
廃
疾
者
、

受
傷
者
賞
じ
ゅ
っ
金
を
改

正
す
る
も
の
）

議
集
第
日
号
朝
日
町
職
員
等
の
旅
費
に
閲

す
る
条
例
一
部
改
正
の
件

議
案
第
却
号
朝
日
町
職
員
定
数
条
例

一
部

改
正
の
件

（
職
員
定
数
を
一
般
職
員
で

五
人
泊
病
院
で
三
十
ご
人

増
員
し
、
一
ニ
百
九
十
人
を

四
百
二
十
七
人
と
す
る
も

の）

議
案
第
引
号
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
一
部
改
正
の
件

（
税
率
を
改
め
る
も
の
）

議
案
第
泣
号
朝
日
町
心
身
障
害
者
医
療
費

の
助
成
に
関
ナ
る
条
例
制
定

の
件（
心
身
障
害
者
に
対
し
医
療

費
の
一
部
を
助
成
す
る
も

の〉

議
案
第
お
号
朝
日
町
敬
老
福
祉
金
条
例
制

定
の
件

（
町
内
に
居
住
す
る
高
A
P
者 決

r-L, 

JE 

(5) 

（八

O
才
以
上
〉
に
対
し

敬
老
福
祉
金
を
給
付
す
る

も
の
）

議
案
第
剖
号
朝
日
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び

消
婦
に
関
す
る
条
例

一
部
改

正
の
件

（
し
尿
の
収
集
運
搬
処
分

（汲
取
料
）
一
八
リ
7

ト

ル
に
つ
き
「
一
一
九
円
笠

O

銭
」
を

コ一一
五
円
」
に
改

め
る
も
の
〉

議
案
第
お
号
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
条
例

一
部
改
正
の
件

（
助
産
費
一

万
円
を
二
万
円

に
、
葬
祭
賞
二
千
円
を
六

千
円
に
、
育
児
手
当
金
二

千
四
百
円
を
五
千
円
に
改

め
る
も
の
）

議
案
第
却
号
朝
日
町
営
塵
芥
焼
却
場
設
置

条
例
廃
止
の
件
。

（
広
域
園
東
部
清
掃
セ
ン
タ

ー
設
置
に
と
も
な
い
、
朝

日
町
営
瞳
芥
暁
却
場
を
廃

止
す
る
も
の
）

議
案
第
幻
号
大
字
、
字
の
区
域
の
変
更
及

び
蹟
止
の
件

n
b
7
1マ
t
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（
ぼ
場
整
備
に
と
も
な
う
月

山
地
内
の
一
部
大
字
、
字

の
区
域
変
琵
及
び
廃
北
ず

る
も
の
）

議
案
お
号
工
事
請
負
契
約
変
更
の
件

（
山
田
川
河
川
災
害
関
連
工

事
、
及
び
償
谷
川
河
川
災

害
関
連
工
事
の
契
約
金
を

岡
崎
矧
変
挺
す
る
も
の
）

。

説
家
第
却
号
格
付
採
納
の
件

（
朝
日
町
立
小
中
学
校
及
び

保
育
所
に
対
す
る
寄
付
備

品
を
係
納
す
る
も
の
）

議
案
第
初
号
昭
和
四
十
八
年
度
朝
日
町

一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号）

（補
正
額
八
、
七
九
六
千
円

を
減
額
し
歳
入
政
出
総
額

が
一
、
四
二
八
、
五
一一

一

平
岡
と
な
り
ま
し
た
）

融
実
第
引
与
問
和
四
十
八
年
度
朝
日
町
国

民
館
山
肌
保
険
診
療
施
設
笹
川

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
3
号）

（
補
正
額
三

O
O千
円
を
追

加
し
予
算
総
額
四
、
四
八

八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
の
三

O
O千
円
は
紫

品
代
）

襲
案
第
但
号
昭
和
四
十
八
年
度
朝
日
町
簡

易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
4
号
）

（補
正
額
一
二
、
ご
五
四
千

円
を
追
加
し
予
算
総
額

二
O
、
七
三

O
千
円
に
な

り
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
る
も
の
は
、

水
道
施
設
改
良
事
業
費
の

一
一
、
一
五
ニ
千
円
）

郷 224~予さでひあ幸lit. 広

三
月
定
例
議
会
に
お

い
て
請
願
五
件
、
陳
情
五
件

が
各
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
ほ
か
、
前
回

か
ら
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
た
請
願
一
件
も
審

査
さ
れ
、
次
の
と
お
り

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

鴨

顧
採
択
さ
れ
た
も
の

マ
建
築
資
材
の
暴
騰
及
び
品
不
足
等
に
よ

る
建
設
業
界
の
危
機
に
対
す
る
救
済
対

策
の
早
急
突
現
に
つ
い
て
。

（
富
山
県
建
設
築
協
会
）

マ
越
中
宮
崎
駅
前
の
防
火
貯
水
槽
設
置
に

つ
い
て

（
宮
崎
地
区
）

マ
災
害
復
旧
に
伴
う
排
水
備
の
整
備
と
地

元
負
担
金
の
軽
減
に
つ
い
て
。
（
宮
崎
地
区
）

マ
朝
日
町
営
パ

ス
運
行
に
つ
い
て

（
大
家
庄
地
区
）

マ
失
策
保
険
法
の
改
正
に
つ
い
て
、

（
失
業
保
険
改
悪
反
対
同
盟
委
員
会
）

B腹

情

マ マ
つ下 い昭
い町（て和
て通富。四
、り山十
融県九
雪体年
溝背皮
の指社
平潟会
期委体
工員育
事協振
着議興
工会に
に）つ

（
東
下
町
町
内
会
長
外
四
名
）

マ
西
下
町
流
雪
期
間
設
置
方
お
願
い
に
つ
い

て

（
西
下
町
町
内
会
）

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

鵬

願

マ
村
道
鉱
巾
に
つ
い
て

〈
平
柳
町
内
会
）

陳

情

マ
老
人
福
祉
の
精
進
に
つ
い
て

（
朝
日
町
老
人
ク
ヲ
プ
連
合
会
〉

マ
四
千
石
用
水
路
（
横
江
水
路
）
及
び
水

温
池
の
町
単
土
地
改
良
事
業
と
し
て
爽

施
に
つ
い
て（凶
千
石
用
水
土
地
改
良
区
）

委
員
長
報
告
か
ら

コ
一
月
定
例
会
に
お
け
る
各
常
任
餐
負
会

は
三
月
十
五
日
か
ら
聞
か
れ
、
付
託
さ
れ

た
各
案
件
に
つ
い
て
慎
置
に
審
資
し
た
結

果
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
各
常
任
委
員
会
に
お
け
る
お
も
な
要

望
、
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

文
教
厚
生
委
員
会

［
小
中
学
校
の
人
事
管
理
に
つ
い
て
は

町
の
教
育
発
展
を
期
す
る
た
め
、
県
教

委
等
に
強
く
要
望
さ
れ
、
適
正
な
配
置

を
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

2

学
校
助
手
制
度
に
つ
い
て
は
、
教
頭

の
学
級
担
任
の
た
め
教
頭
事
務
補
佐
を

目
的
と
す
る
学
校
助
手
に
つ
い
て
は
、

学
校
管
理
運
営
面
に
つ
い
て
問
題
点
が

認
め
ち
れ
る
の
で
す
み
や
か
に
善
処
さ

れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

－
最
近
社
会
教
育
活
動
が
低
滞
の
感
が

あ
る
の
で
予
算
の
噌
額
を
は
か
り
社
会

教
育
の
充
突
を
は
か
ら
れ
た
い
。

nhv守
s

・nxu

な
お
、
中
央
公
民
館
に
つ
い

τは
施

設
も
な
く
活
動
画
も
文
皆
無
に
等
し
く

す
く
な
く
と
も
、

中
央
公
民
館
と
し
て

の
機
能
を
果
た
す
べ
く
充
分
留
意
さ
れ

た
い。

(6) 

総

務

委

員

会

産
業
建
設
委
員
会

上
議
会
の
議
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
芥

償
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
は
、
議
員

と
行
政
各
委
員
が
混
同
し
て
い
る
の
で

条
例
を
改
正
し
明
確
に
さ
れ
た
い
。

2

行
政
財
産
の
管
理
が
十
分
で
な
い
点

が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
が
管
理

に
つ
い
て
は
充
分
注
意
し
管
理
の
万
全

を
期
せ
ら
れ
た
い
。

し
町
道
で
な
い
生
活
道
路
の
整
備
に
つ

い
て
、
地
域
住
民
の
要
望
に
こ
た
え
る

よ
う
、

当
局
は
熱
意
を
も
っ
て
善
処
さ

れ
る
ト
』
と
を
強
〈
袈
望
し
ま
す
。

以
上
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重度山身障害者の方に
新級

し壁、E司
云習
き乱
年

ま~
し示
Tこ

tl'l 2 2 4りひさあ報広

・園田・・・

医療費の助成

日から＝＝＝
一一

は
、
比
較
的
経
い
こ
級
程
度
の
人
に
も

支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

年
金
額
は
、
六
万
円

（月
額
五
千
円
）

で
す
。障
害
福
祉
年
金
に
は
、
こ
ま
か
い
条

件
も
あ
り
ま
ず
か
ら
く
わ
し
い
こ
と
は

役
場
の
富
良
年
金
係
で
、
お
問
い
合
わ

せ
の
上
、
該
当
の
方
は
卒
く
手
続
き
し

ま
し
ょ
う
。

町
で
は
、
心
身
障
害
者
保
健
の
向
上

と
、
福
祉
の
婚
進
を
図
る
た
め
、
四
月
一

日
か
ら
心
身
障
害
者
の
方
に
、
医
療
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

マ
対

象

輯

B
町
に
住
所
・を
令
す
る

一
才
か
ら
五

十
九
才
ま
で
の
方
で、

身
体
障
害
者
手
帳

の
一
級
又
は
こ
級
で
あ
る
方
。

精
神
薄
弱
者
更
正
相
談
所
、
精
神
衛
生

セ
ン
タ
ー
又
は
精
神
衛
生
鑑
定
匿
に
よ
り

知
能
指
数
が
三
十
五
以
下
の
精
神
裕
弱
者

と
判
定
さ
れ
た
方
。

マ
対
象
疾
病

全
疾
病
。

マ
助

成

額

社
会
保
険
各
法
そ
の
他
医
療
に
閲
す
る

法
令
笥
に
基
づ
く
負
担
額
を
控
除
し
た
額

マ
受
給
の
期
間

心
身
障
w
w
者
医
療
費
受
給
資
格
登
録
中

.. ・' / .. c, ；：、

税
の
E
A
J

，
ロ

今
月
の
税
金
は

固
定
資
産
税
第

一
期
で
す

軽
自
動
車
税

月
末
ま
で
に
忘
れ
ず

納
め
ま
し
ょ
う

確
定
申
告
が

ま
ち
が
っ
て
い
た
と
き
は

④

早

目

に

更

生

手

続

き

を

⑥

昭
和
四
十
八
年
分
所
得
説
確
定
申
告

の
受
付
は
＝
一月
十
五
日
で
終
わ
り
ま
し

た。
し
か
し
、
破
定
申
告
を
し
た
後
で
、

新
僚
を
町
長
に
提
出
し
、
助
成
対
象

者
と
認
定
さ
れ
た
日
か
ら
五
十
九
才
ま

で。マ
助
成
の
方
法

受
診
し
た
場
合
医
療
機
関
の
窓
口
で

一
部
負
担
金
を
支
払
い
、
翌
月
に
心
身

障
筈
者
医
療
費
交
付
申
請
書
を
医
療
機

関
に
提
出
し
て
、
領
収
書
欄
に

一
カ
月

分
ま
と
め
て
記
入
証
明
し
て
も
ら
い
、

そ
れ
を
役
場
へ
岨
提
出
し
て
、
現
金
給
付

を
受
け
る
。

マ
手

続

き

身
体
陣
容
者
手
帳
の
一
級
及
び
一一級

の
者
は
、
役
場
の
窓
口
で
受
給
資
格
登

録
申
請
を
し
て、

心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
資
絡
認
定
通
知
書
の
交
付
を
受
け

る
。お

問
い
合
わ
せ
は
住
民
川
崎
稿
祉
係
へ

内
容
が
間
違
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た

方
は、

そ
れ
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。そ
こ
で
訂
正
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

税
額
を
少
な
く
計
算
し
て

い
た
と
き

所
得
や
税
額
の
計
算
を
間
違
っ
て
、
納

め
た
税
金
が
少
な
か
っ
た
り
、
還
付
を
受

け
る
税
金
が
多
い

こ
と

が
わ
か
っ
た
と

き
、
「
修
正
申
告
」
を
し
て
正
し
い
金
額

に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
更
正

の
通
知
が
あ
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で
き
ま

す
が
、
な
る
べ
く
早
く
申
告
し
た
方
が
有

利
で
す
。
つ
ま
り
、
税
務
署
の
調
査
を
受

け
た
後
で
修
正
申
告
を
し
た
と
ぎ
は
、
修

正
申
告
に
よ
っ
て
納
め
る
税
額
の
五
%
を

過
少
申
告
加
算
税
と
し
て
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
で
間
違
い
を
発
見

し
て
翻
疫
を
受
け
る
前
に
修
正
申
告
を
し

た
と
き
は
、
過
少
申
告
加
算
税
は
か
か
り

ま
せ
ん
。

障
害
福
祉
年
金
は
、
＝
十
才
前
に
病
気

や
ケ
ガ
で
附
容
者
と
な
っ
て
い
る
こ
十
才

以
上
の
人
ゃ
、

国
民
年
金
加
入
対
象
者
か

ら
制
度
上
除
外
さ
れ
た
人
（
明
四
四

・
四

．
一
以
前
生
ま
れ
）
で
障
害
者
と
な
っ
た

人
に
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
障
害
福
祉
年
金
は
、
障
害
程

度
の
重
い
一
紐
に
該
当
す
る
人
に
だ
け
支

給
さ
れ
て
お

り
ま

し
た
が
、
四
月
か
ら

(7) 

な
お
、
修
正
申
告
の
用
紙
は
税
務
磐
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

税
額
を
多
く
計
算
し
て

い
た
と
き

所
得
や
税
制
の
計
算
を
間
違
っ
て
、
税

金
を
納
め
過
左
て
い
た
り
、
還
付
を
受
け

た
税
金
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
き

は
正
し
い
金
額
に
訂
正
す
る
よ
う
に

「
更

正
の
楕
求
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す。

更
正
の
諮
求
が
で
き
る
期
聞
は
、
申
告

期
限
か
ら

一
年
間
で
す
か
ら
、
昭
和
四
十

八
年
分
所
得
税
聡
定
申
告
に
つ
い
て
は
、

昭
和
五
十
年
三
月
十
五
円
ま
で
に
更
正
の

請
求
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

更
正
の
請
求
を
す
る
と
、

税
務
署
で
は

そ
の
内
容
を
調
べ

て
、
納
め
過
一
ぎ
の
税
金

を
返
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

吏
正
の
謂
求
は
務
面
で
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
用
紙
は
税
務
署
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
を
忘
れ
て

い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

が
、
忘
れ
て
い
た
り
し
て
申
告
を
し
て
い

な
か
っ
た
と
き
は
、
申
告
期
盟
後
で
も
確

定
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の

「
期
限
後
申
告
」
は
、
税
務
署
か

ら
決
定
の
通
知
が
あ
る
ま
で
は
、
い
つ
で

も
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
な
る

べ
く
早
く
申
告
し
た
方
が
有
利
で
す
。
つ

ま
り
、
期
限
後
申
告
を
し
な
い
で
税
務
署

か
ら
決
定
の
通
知
を
受
け
る
と
、

税
額
の

十
%
の
無
申
告
加
算
税
が
か
か
り
ま
す
が

調
済
を
受
け
る
前
に
申
告
を
し
た
と
き
は

無
申
告
加
算
税
は
税
額
の
五
%
で
済
み
ま

す
。
用
紙
は
税
務
惑
に
あ
り
ま
す
。



各
地
の
楽
し
い
花
の
た
よ
り
と
と
も
に

五
月
の
連
休
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
ま
い
り

ま
す
9
家
族
そ
ろ
っ
て
の
遠
乗
り
プ
ラ
ン
な
ど

計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

遠
乗
り
に
は
必
ず
次
の
こ
と
を
守
っ
て
、

事
故
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
コ

l
ス
を
よ
く
調
べ
て
お
く

道
路
の
状
況
を
知
る
交
通
情
報
の
お

問
い
合
わ
せ
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す。

．

。
夜
間
走
行
は
つ
と
め
て
避
け
る
こ
と

疲
労
度
が
大
き
く
大
事
故
に
つ
な
が

る
の
で
避
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
0

0
速
度
に
注
意

夜
間
は
と
か
く
速
度
が
あ
が
り
が
ち

で
す
。
歩
行
者
の
中
に
は
速
度
感
覚

が
わ
か
ら
ず
、
事
の
直
前
を
横
断
す

る
人
が
い
る
の
で
1

ラ
イ
ト
の
照
射
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距
離
に
応
じ
た
速
度
を
守
る
こ
と
0

0
他
の
事
に
追
従
す
る
と
き

ヲ
イ
ト
を
下
向
き
に
し
て
前
車
の
視

野
を
妨
害
し
な
い
こ
と
。

。
交
差
点
力
l
ブ
の
通
過

見
通
し
の
態
い
交
差
点
や
カ
l

プ
で

は
、
そ
の
手
前
で
ラ
イ
ト
を
切
り
か

え
る
な
ど
し
て
、
他
の
通
行
者
や
、

自
動
車
に
白
車
の
接
近
を
知
ら
せ
徐

行
す
る
こ
と
。

後
運
転
者
管
理
の

徹
底
を
務

震
用
、
去
、
ま
た
は
安
全
運
転
管
理
者
は

交
通
事
故
防
止
上
不
可
欠
の
運
転
者
管
理

を
徹
底
し
て
く
・
た
さ
い
。

。
運
転
者
の
過
労
に
留
意
し
た
運
行
計

画
の
策
定
。

O
長
距
離
運
転
、
夜
間
運
転
の
場
合
の

交
答
要
員
の
配
置
。

。
異
常
気
象
時
に
お
け
る
安
全
運
転
の

た
め
の
具
体
的
必
要
な
指
示
と
措

置。

。
点
呼
、
実
質
的
始
業
点
検
の
実
施
と

異
常
者
の
発
見
措
置
。

O
運
転
日
誌
の
備
付
と
記
録
管
理
。

O
安
全
運
転
へ
の
指
導
。

これから多い居眠り

運転事故

＇~~？ ¥ 

後
農
繁
期
の

水
死
事
故
防
止

務

幼
い
命
を
守
ろ
う

次
の
－
』
と
な
守
り
ま
し
ょ
う
。

。
幼
児
か
ら
回
を
は
な
さ
ず
、
ひ
と
り

で
遊
ば
せ
な
い
。

。
幼
児
の
遊
び
相
手
や
、
お
も
り
を
年

少
の
子
ど
も
に
ま
か
せ
な
い
。

。
あ
ぶ
な
い
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
ど

も
を
見
つ
け
た
ら
、
知
ら
な
い
子
ど

も
で
も
注
意
す
る
。

。
通
学
路
は
、
用
水
や
池
な
ど
、
子
ど

も
が
水
遊
び
在
し
た
く
な
る
よ
う
な

会
所
を
さ
け
て
指
定
す
る
。

。
川
、
用
水
、
た
め
池
な
ど
、
危
い
と

こ
ろ
に
は
、
注
意
札
や
「
さ
く
」
な
ど

を
設
け
、
入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

加
藤
清
一
氏
逝
去
（
宮
崎
出
身
）

朗
自
町
宮
崎
地
区
が
生
ん
だ
偉
才
、

加
藤
清
一
氏
は
、
去
る
二
月
二
十
五
日

心
不
全
の
た
め
東
京
慈
恵
医
大
付
属
病

院
で
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
〔
六
十
九
才
）

氏
は
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
英
才
の
ほ
ま

れ
高
く
、
京
都
大
学
在
学
中
、
高
文
に

合
格
、
卒
業
後
は
滋
賀
県
を
ふ
り
だ
し

に
官
界
に
は
い
り
、
石
川
県
全
経
て
福

岡
県
に
在
任
中
、
昭
和
十
＝
年
に
北
支

に
従
軍
、
十
四
年
に
帰
還
し
て
福
岡
県

に
復
帰
し
，、
つ
い
で
神
祭
川
、
岩
手
、

朝
日
町
青
年
団
・
青
年
学
級

リ
，l
ダ

l
学
習
会
行
わ
る

ー
青
年
の
生
き
方
を
求
め
て
｜

昭
和
四
十
八
年
度
朝
日
町
青
年
団
、
青

年
学
級
リ
1

〆
l
学
習
会
が
三
月
十
六
日

十
七
日
に
宇
奈
月
温
泉
会
館
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
だ
雪
が
多
く
残
っ
て
い
る
に
も
か
ふ

わ
ら
ず
二
十
九
名
の
参
加
が
あ
り
、
内
容

は
県
パ
イ
オ
ニ
ア
リ
l

〆
I
研
修
で
沖
縄

へ
行
っ
て
こ
ら
れ
た
魚
津
信
明
君
の
研
修

旅
行
の
発
表
を
始
め
と
し
て
、
青
年
間
部

会
、
青
年
学
級
部
会
に
分
か
れ
て
の
討

論
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
よ
り
憲
法
、
選

挙
に
閲
し
て
の
講
演
、
山
美
技
と
し
て
広
報

技
術
指
導
、
レ
ク
り
エ
l

ジ
ョ
ン
指
導
な

ど
盛
り
．
た
く
さ
ん
の
も
の
が
あ
り
、
研
修

三
重
一
の
各
県
課
長
部
長
を
経
て
文
部
省

学
徒
動
員
課
長
、
社
会
教
育
課
長
、
厚

年

生
省
保
護
課
長
の
の
ち
東
京
都
教
育
次

長
、
教
育
長
、
民
生
局
長
の
要
職
を
最

後
に
退
官
、
引
き
続
い
て
帝
都
高
速
度

交
通
営
団
監
事
、
理
事
を
つ
と
め
、
昭

和
田
十
年
か
ら
住
友
金
属
工
業
株
式
会

社
の
常
任
顧
問
と
し
て
重
き
を
な
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
問
、
氏
の
卓
越
し
た
手
腕
力
量

と
柑
ま
っ
て
、
す
ぐ
れ
た
指
導
力
と

果
断
実
行
は
高
く
評
価
さ
れ
、
接
さ
れ

た
功
積
に
よ
り
、
二
月
二
十
五
日
付
け

で
正
四
位
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
を
う
け

ら
れ
ま
し
た
。
反
面
、
大
学
在
学
中
、

郷
且
の
大
津
波
災
害
の
さ
い
は
一
背
年

団
員
と
し
て
県
と
の
復
旧
交
渉
に
活
躍

さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
福
岡
県
在
任
中

、
炭
鉱
労
働
者
の
米
の
増
配
実
現
に
努

品
ム
は
熱
気
の
な
か
で
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

八
写
真
は
学
習
会
風
景
V

力
さ
れ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
従
軍
中
、

イ
ギ
リ
ス
船
を
放
助
し
て
国
際
的
な
話

題
を
投
げ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
氏
の
若

か
り
し
こ
ろ
の
面
目
躍
如
た
る
数
多
く

の
エ
ピ
ゾ
l
ド
が
あ
り
ま
す
。

と
く
に
、
氏
は
誰
よ
り
も
郷
土
を
控

さ
れ
、
。町
の
発
展
の
た
め
に
常
に
惜
し

み
な
く
努
力
を
傾
注
。
さ
ら
に
は
郷
土

の
子
弟
の
育
成
に
も
意
を
つ
く
さ
れ
る

・
な
ど
、
氏
の
高
潔
な
人
格
と
深
い
愛
情

は
、
広
く
信
頼
と
尊
敬
を
集
め
て
お
ら

れ
、
氏
の
逝
去
は
各
界
か
ら
惜
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

な
お
、
密
葬
は
二
月
二
十
七
日
新
宿

区
上
落
合
の
自
宅
で
、
ま
た
、
告
別
式

は
三
月
八
日
港
区
の
青
山
葬
儀
所
で
住

友
金
属
工
業
社
葬
で
、
三
十
五
日
の
法

要
は
郷
里
宮
崎
の
改
観
寺
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

(8) 
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一
①
製
造
年
月
日
を
調
べ
る
。

、
①
ラ
ベ
ル
に
品
名
、
量
目
、
中
身
の
説
明

午
前
七
時
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で
九
が
わ
か
り
や
す
く
記
載
さ
れ
て
い
る
も

休
憩
は
午
前
と
午
後
に
各
一
回
十
五
分
）
の
を
。
輸
入
品
は
必
ず
輸
入
業
者
の
ラ

程
度
づ
L

）
ベ
ル
の
あ
る
も
の
を
。

オ
ヤ
ツ
は
各
作
業
男
女
と
も
一
日
二
回
J

＠
J
A
S
の
あ
る
も
の
を
。

で
一
回
分
は

－
人
当
り
一
五

O
円
程
度
と
J

＠
か
ん
に
き
ず
や
ゆ
が
み
が
な
い
か
、
さ

す
る
o

f

ぴ
た
り
、
レ
ッ
テ
ル
が
変
色
し
て
い
な

耕
転
機
賃
耕
料
は
耕
地
の
条
件
な
ど
に
（
い
か
を
よ
く
調
べ
る
。

よ
り
本
協
定
額
よ
り
二
割
以
内
の
滑
滅
が
計
①
か
ん
の
よ
部
と
下
部
が
や
や
へ
こ
ん
で

で

き

る

も

の

と

し

ま

す

川

い
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を
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農
用
機
械
の
標
準
賃

料
金

農作業賃金協定額が

きまりました

の

一
0
ア
ー
ル
当
り
（
一
反
歩
〉

耕

転

機

－

回

入

り

五

、

五

O
O円

グ

二

回

入

り

六

、

三

O
O円

。

＝

一

回

入

り

七

、

0
0
0円

悶
植
機
（
苗
は
別
）

一二、

0
0
0円

バ
イ
ン
ダ
ー
（
刈
取
機
）
五
、

0
0
0円

コ

ン

バ

イ

ン

七

、

八

O
O円

ト

ラ

ク

タ

ー

七

、

0
0
0円

町日朝

ひ

朝
日
町
農
業
委
員
会
で
は
町
内
の
農
業

関
係
団
体
と
協
議
を
し
、
今
年
の
良
作
業

賃
金
と
農
用
機
械
の
標
準
賃
金
を
、
次
の

と
お
り
に
決
め
ま
し
た
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

作

業

時

問

さ

手
作
業
の
標
準
賃
金

報 一一一ーあ

田
被
人
夫
寅

男
三
一
、

0
0
0同

女
二
、
三

O
O同

稲
刈
人
夫
賃

男
三
、
一

O
O円

女

一一、四

O
O円

！広

力、ご
んぞ

ヱ士 己ーι己 んじ

己冗マで、

み 1 す
カ＼クー「F、．

たの

。
じ
よ
う
ず
な
買
い

か
た
と
選
び
方

H

食
べ
ご
ろ
H

－
ジ
ュ
ー
ス
類
、
新
し
い
も
の
ほ
ど
よ
い

・
果
物
、
シ
ロ
ッ
プ
類
、

製
造
後
六
カ
月
以
上
た
っ
た
も
の
。

・
油
演
、
肉
類
、
製
造
後
六
カ
月
以
上
0

・
味
付
け
も
の
、
製
造
後
六
カ
月
以
上
0

．
水
煮
い
つ
で
も
同
じ
。

狽ia年同11
1りfl1J、らJ2Jiまでは

10)']-0 

11月－Y
12!1ーZ

かん諮マークの読みかた

3tl日19731ドロn

わが町を

花と緑の町に

今年も好評だった

後苗木即売会議第

苗
木
即
売
会
を
終
わ
っ
て

花
と
緑
に
富
ん
だ
美
し
い
環
境
を
つ
く

り
、
う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
町
を
め

ざ
し
、
朝
白
町
緑
化
推
進
委
員
会
、
東
部

林
業
協
会
、
花
と
緑
の
銀
行
な
ど
に
よ
り
、

笛
木
即
売
会
を
三
月
ご
十
五
日
朝
日
町
福

祉
セ
ン
タ
ー
広
場
で
開
催
し
た
と
こ
ろ
、

生
活
環
境
に
花
と
緑
の
と
り
い
れ
を
の
ぞ

む
町
民
の
皆
さ
ん
が
多
ミ
花
木
、
盆
裁
、

庭
園
樹
、
果
樹
、
等
を
た
く
さ
ん
求
め
ら

れ
ま
し
た
。
大
き
く
育
っ
て
、
緑
多
き
町

と
な
り
心
の
浄
化
に
役
立
つ
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

(9) 
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新 2万町民の行政と総

ひ

主

獄
ヘ
す
ぐ
や
る
J

／
係

担

当
」

主

事

さ

企
画
財
政
課 教育をあずかる

｜日

務

課

年

々

歳

々

花

同

じ

く

人

同

じ

か

ら

ず

朝
日
町
役
場
職
員
と

教
職
員
人
事
異
動

－v各
ポ
ス
ト
に
新
風
を
送
る
。

氏

名

・
原
策
課
長

代

理

新

広

川

義

採

鍋

島

信

治

報.....今...あ

課

長

代

理

管

財

係

長

水

島

信

雄

住
民
課
保
健

企

画

係

長

衛

生

係

長

中

村

勝

弘

手見

広

課

長

代

理

問
定
資
産
係

長
兼
徴

収

係

長 務

課

村

上

忠

義

玉 課
税
係
長
恒
一
関
誠
一
時
一
例
村
忠
喜

事

新

採

米

国

士

口

彦

住

課

長

課
長
代
理
保

健
衛
生
係
長

国

民

年

金

係

長
住
べ民

係

長

固
定
資
産

係

長

民

諜産
業
課
長

税
務
課
長

代

理

税

務

課

徴
収
係
長

国
民
年
金

係

長

吉

田

良

雄

官

民

原

川

上

克

巳

嘉
義
新
大
郎

主主住

民

栄

養

運主

転福
祉
セ
ン
タ
ー

館

産

課課

長

代

理

林

政

係

長

玉

建

課

長

代

理

主

事

，忠

出

室

事 任係

主泊

病

院

教
育
委
員

会
事
務
局

新

採

新

採

土手事長

議
会
事
務

局
長
代
理

業

課

長

総

務

課

、主

査

農
政
係
長

事

建
設
課
業

務
係
主
任

新

採

設

諜耕
地
係
長

新

採

納

室

長

長会教

代籍、育
務委
理課員 司王

石
橋
ス
ミ
エ

金

井

恵

子

仙

名

京

子

野

田

道

明

末

上

宗

明

小

坂

謙

永

口

栄

治

水

野

岩

谷

堅

竹

内

芳

美

浜

田

峰

雄

山

崎

秀

行

江

淵

隆

信

教
育
委
員
会
事
務
局

総

務

課

長

代

理

社

教

主

事

（
県
派
遣
）

企
画
財
政
課
中
村
雄

企
画
係
長

議
会
事
務
局

議

事

係

長

保

笹
川
調
理
師

学

明

調教調泊境

助

師付師中手

理委理i自

主医

事

主看看看

護護謹

村
木
小
教

住

民

課

住
民
係
長

育

所来「「調泊新

理南

師部採

校調教新

理委

師｛寸採

新

病

院

任係

住
民
課
福

祉
係
主
任

総
務
課
付

（
富
山
県
）

新

探

新

探

新

探

事婦婦婦

若

狭

星

水

島

英

明

ム
説
殺
美
貴
子

竹

内

明

子

谷
口
俊
恵
子

加
藤
み
ゆ
き

採

水

島

也

子

松
倉
満
貴
子

竹

内

次

子

水
島
み
さ
子

根
建
よ
し
子

採

折

谷

洋

子

野
田
と
し
子

神

谷

知

明

勝
原
栄
知
子

魚

津

昭

子

背

木

謂

子

助助調看看宥

防手手師婦掛婦

署新新 新新新新

理護護護：両

採探採採ー採採

水
島
玉
栄

堀

内

和

子

更

田

洋

子

大

井

和

子

前

川

清

子

松

田

保

子

消
防
司
令
消
防
司
令
補
平
柳
米
雄

消

防

士

新

採

山

崎

降

一

新

旧

氏

名

大
家

庄

小

長

新

島

小

長

谷

俊

雄

宮
崎
小
長
大
家
庄
小
長
水
島
善
宝

笹

川

小

長

黒

部

中
頭

杉

田

正

範

蛭

谷

分

頭

魚

西

部

中

教

北

車

清

山

崎
小
教
大
家
庄
小
教
大
井
安
治

呉

羽

小

教

広

永

進

泊

小

教

笹

川

寿

美

枝

蛭
谷
分
数
谷
口

一
夫

出

向

桜

町

保

母

新

採

西

部

保

母

新

採

泊
南
部
保
母
酉
部
保
母

泊

南

部

泊

中

部

調

理

師

澗

現

附

泊
中
部
保
母
泊
南
部
保
母
結
晶
良
子

泊

中

部

保

母

新

探

大

島

洋

子

泊

中

部

保

母

新

採

梅

沢

美

佐

子

泊

中

部

調

理

師

泊
東
部
保
母

富
山
県
派
遣

産

業

課

退

職

住

民

課

長

福
祉
セ
ン
タ
ー
館
長

出

納

室

長

消

防

司

令

総

務

課

助

手

山

崎

小

助

手

数

委

付

助

手

笹
川
保
調
理
師

伯
病
詫
調
理
師

泊
病
院
麻
酔
科
医
長

住

民

課

主

宰

教
職
員
異
動

。
。

// 

教

7白

永

口

義

時

藤

田

儀

広

九

里

舎

義

勝

出

義

雄

寺

田

栄

下
沢
力
松

江

畑

幸

吉

宮
内
キ
ク
エ

長
仲
介
久
米
子

問
中
マ
ツ
エ

長

谷

川

洋

折
谷
小
夜
子

n
b
n
6
n
U
 

。

。。

村
木
小
教
固
ま
島
田
＝

グ

h
q

山
崎
小
教
広
川
．房
一
子

笹

川

小

教

水

橋

西

小

教

山

本

茂

J

q

o

泊
小
教
水
島
二
↑
ニ
子

。

。

山

崎

小

教

竹

中

伊

予

泊
小
養
教
入
善
中
養
孝
金
山
権
子

泊

中

教

笹

川

小

説

上

沢

正

一

h

q

H

q

小
川
市
小
正
真
部
妙
千

一

小
川
中
教
泊
・
央
教
佐
野
川
語
使

－

魚
常
市
教
委
宮
崎
小
長
木
本
ー俊

夫

新

屋

小

長

笹

川

小

長

柳

原

隆

吉

本

江

小

教

山

崎

小
、教

川

上

竜

夫

村

木

小

教

泊

中

教

長

井

保

正

利

賀

小

数

泊

小

教

水

島

里

美

村
椿
小
教
境
大
平
分
教
上
田
美
和
子

魚
東
部
中
教
泊
中
教
村
徳
た
ず
子

。

小

川

中

教

川

上

美

知

子

泊

小

養

教

東

狐

典

子

'// 。
入
養
中
華
教

声
の
広
報
で
き
る

自

の
不

自

由

な

人

た

ち

の

た

め

に

朝
日
町
で
は
、
自
の
不
自
由
な
方

に
毎
月
町
の
出
来
ご
と
な
ど
を
い
ろ

い
ろ
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
必
要
な

こ
と
が
ら
を
テ
1
プ
に
吹
き
込
み
テ

ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
よ
る
、
声
の
広

報
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

直
接
の
連
絡
場
所
は
、
朝
日
町
盲

人
協
会
長
水
島
秋
ご
さ
ん
宅
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
．
た
さ

3
V
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フ
ェ
ー
ン
現
象
で

気
温
が
上
が
り
ま
す

火
の
取
り
扱
い
に

気

を

つ

け

よ

う

ひ…・

こ
れ
か
ら
北
陸
特
有
の
フ
ェ
ー
ン
現
象

が
起
き
や
す
い
季
節
で
す
。
家
を
留
守
に

し
て
、
野
口
氏
仕
事
や
h

イ
キ
ン
グ
又
は
山

へ
山
菜
取
り
に
出
か
け
る
前
に
は
、
家
の

火
を
始
米
を
し
、
又
は
出
か
け
た
山
中
で

の

「
タ
バ
コ
火
L

や
火
を
使
っ
た
後
始
末

を
完
全
に
し
て
下
さ
い
。

野
火
や
山
林
等
に
火
入
れ
を
お
こ
な
う

と
き
に
は
、
附
近
に
火
が
燃
え
う
つ
ら
な

い
よ
う
に
処
置
を
し
て
か
ら
c
ち
ょ
っ
と

の
火
の
取
り
滋
い
の
不
注
意
か
ら
火
災
が

お
き
ま
す
か
ら
、
次
の
事
項
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

さ報 ーー… あ広

一
、
火
の
つ
い
た
ま
ま
の
「
9

バ
コ
」
の

す
い
が
ら
を
ど
こ
へ
で
も
投
げ
猪
て
な

い
こ
と
。

一
、
子
供
の
火
遊
び
の
一
元
に
な
る
「
マ
ツ
拘

チ
」
や
「
ラ
イ
タ
ー
」
等
を
子
供
の
手

魚

の
と
ど
か
な
い
所
に
置
く
こ
と
。

一、

野
火
守
山
林
等
に
火
入
れ
を
さ
れ
る

と
き
に
は
前
も
っ
て
必
ず
消
防
署
へ
届

け
を
す
る
こ
と
。

震璽盟.・
皇
居
勤
労
奉
仕
団
帰
る

昭
和
四
十
八
年
度
朝
日
町
連
合
婦
人
会

の
行
事
と
し
て
、
こ
の
た
び
会
員
の
中
か

議

ら
希
思
者
を
つ
の
り
、
皇
居
勤
労
奉
仕
団

間
を
綱
成
し
、
ま
ず
第
一
班
と
し
て
会
長
以

下
五
十
七
名
が
安
る
二
月
十
七
日
か
ら
二

十
二
日
ま
で
の
閥
、
左
の
日
程
に
よ
り
皇

居
勤
労
奉
仕
を
行
い
ま
し
た
。

第
一
日
自
は
、
県
出
身
議
員
の
あ
っ
せ

ん
で
国
会
議
事
堂
の
見
学
。連合青年団の

うごき

本
年
度
事
業
計
画
と

役

員

き

ま

る

朝
日
町
連
合
青
年
団
で
は
三
月
十
日
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
二
十
一

固
定
期

幽
大
会
を
聞
き
、
四
十
九
年
度
役
員
を
選
出

離

し、

活
動
方
針
．
事
業
計
一
闘
を
決
め
た
。

蹴

活

動

方

針

臨

開
地
域
に
住
む
青
年
の
交
流
之
社
会
的

第
二
日
目
は
日
T
朝
徒
歩
で
枯
脱
門
か
ら

皇
居
内
に
入
り
、
午
前
中
は
宮
中
三
殿、
・

御
所
周
辺
や
新
宮
殿
を
見
学
、
午
後
は
阿

陛
下
に
拝
謁
の
た
め
吹
上
御
門
前
に
盤

列
、
ま
も
な
く
間
陛
下
が
お
い
で
に
な

り
、
聞
き
お
ぼ
え
の
お
声
で
お
言
葉
を
賜

わ
る
、
こ
み
上
げ
る
路
激
な
抑
え
て
聞
を

垂
れ
る
。
そ
の
あ
と
、

賢
所
の
清
掃
と
道

路
わ
き
の
側
耐
を
捕
除
、
終
わ
っ
て
乾
門

か
ら
退
出
、
そ
の
際
阜
大
子
夫
裂
の
お
前
半

に
出
合
う
。

第
三
日
目
、
早
朝
パ
ス
で
東
宮
御
所

へ
、
門
の
内
に
入
る
途
端、

登
校
の
池
宮

僚
に
合

5
、
そ
の
日
は
東
宮
御
所
の
あ
る

一
か
く
に
迎
賓
館
（
旧
赤
坂
雌
宮
）
や
官

僚
方
の
御
殿
が
あ
り
、
広
い
公
閣
の
よ
う

な
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
は
校
お
ろ
し
し
た

桜
の
校
を
束
ね
て
運
ぶ
作
然
を
行
う
。

午
後
は
皐
太
子
一
家
と
の
対
面
の
た
め

御
所
の
玄
関
に
楚
列
、
ま
も
な
く
両
殿
下

つ
な
が
り
を
深
め
、
組
織
を
よ
り
大
き
く

す
る
た
め
に
魅
力
あ
る
青
年
団
活
動
を
展

開
す
る
。ス
ロ
ー
ガ
ン

一
、
地
域
社
会
を
み
つ
め
よ
う
。

ニ
、
仲
間
を
ふ
や
そ
う
。

三
、
情
宣
活
動
を
広
範
聞
に
展
開
し
よ

・フ
。
Z区

業

．
タ
ン
ス
パ

ー
ティ
ー

海
岸
消
掃
活
動

部
門
年
体
育
大
会

納
涼
ヤ
ン
グ
プ
エ
ス
テ
ィ
バ

レ青
年
議
会
組
織
縮
会

芸
能
大
会

青
年
議
会
本
会
議

八六五四

月月月月

九

月

十

月

十
一
月

が
に
こ
や
か
に
会
釈
し
な
が
ら
お
廻
り
に

な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
玄
関
の
ロ
ビ
ー
で
妃
殿
下
に
伴

わ
れ
た
サ
ー
や
さ
ま
が
「
ど
う
も
あ
り
が

と
う
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
は
印
象
的
で

し
た
。
第
四
日
目
は
再
び
東
宮
御
所
へ
、
舗
装

さ
れ
て
い
な
い
道
の
わ
だ
ち
の
あ
と
へ
小

石
を
ま
く
作
業
を
始
め
ま
し
た
が
雨
が
ひ

ど
く
な
り
作
業
中
止
、
夜
は
国
際
劇
場
で

東
京
お
ど
り
を
楽
し
む
。

第
五
白
目
、
最
後
の
泰
仕
は
再
び
皇
居

へ
、
柾
葉
山
の
磁
の
崖
ふ
ち
の
雑
木
を
引

き
ぬ
く
作
業
が
早
く
終
わ
り
、
係
の
方
の

案
内
で
皇
后
陛
下
の
御
養
蚕
所
や
新
符
殿

荻
御
座
所
の
お
躍
の
拝
観
、
当
日
夕
方
、

東
京
を
あ
と
に
熱
海
曜
海
荘
へ
、
こ
こ
で

旅
塵
を
洗
い
蕗
と
す
。
第
六
日
、
熱
海
の

梅
闘
を
見
学
し
そ
の
日
故
郷
へ
の
帰
路
に

つ
く
。一

月
青
年
問
題
研
究
集
会

二

月
定
期
大
会

※
「
青
年
朝
日
」
年
十
二
回
発
行

役

員

団

長
副

団

長

西

岡

良

則

（泊）

米
丘
三
明
（
南
）

草

原

庄

一
（山）

。

広

川

順

守

丁

（

境

）

事
務
局
長
越
間
利
志
雄
（
南
）

。
次
長
大
掛
固
定
宮
口
（
大
）

常

任

理

事

中
山
宗
貴
〈
南
）
九
盟
主
題
（
山
）

長
井
勝
路
ハ
笹
）
小
川
雅
幸
（
大
）

笹
原
靖
直
（
五
）
河
村
設
（
五
）

村
口
隆
子
（
泊
〉
中
島
英
子
（
南
）

監

事

折
谷
時
夫
市
議
）
畑
良
造
l

（泊）

〈
写
其
は
山
ハ
ホ
居
に
お
い
て
天
皇
に
揮

謁
中
の
朝
日
町
婦
人
会
議
仕
団
V

d
H
M
 
l
 
（
 

相
談
ご
と
ご
案
内

マ
行
政
相
談

臼

時

毎

月
第
一
火
曜
日

午
前
十
時

t
午
後
三
時

場
所
朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

マ
人
権
法
律
相
談

日
時
四
月
十
六
日

午
後
－
時
l
午
後
三
時
・

場
所
朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

マ
心
配
ご
と
相
談

日
時

T 朝午毎
E 目前週
L町十火
三福時曜
t 祉~ B 
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女
子

ノtドミントン大会

る

一泊中学校体育館

開かれ

去
る
三
月
三
日
、
泊
中
川
小
校
体
育
館
に

お
い
て
第
二
十
四
町
民
点
・
球
大
人
目
、
第
十

四
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
約
百
名
の

参
加
を
も
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

マ
団
体
戦
の
部

男
子
①
境
①
南
保

女
子

①
大
家
庄
①
五
箇
庄

マ
個
人
戦
の
部

男
子
①
大
倉
滋
（
大
家
庄
〉
①
沢
本

喜
八
三
二
区）

①
井
口
多
加
子

（大
家
庄
）
①

谷
口
節
子
（
大
家
陀
）

第224考ひさあ幸担広

⑥
町
民
卓
球
大
会
の
成
績

⑥
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
の
成
績

マ
団
体
戦
の
部

男
子
①
一
二
区
①
笹
川

女

子

①

三
区
①
大
家
任

マ
個
人
戦

男
子
一
部
①
木
村
朝
男
（
三
一
区
）
竹

中
千
虎
（
三
区
）
①
大
和
信
勝

（
二
区
）
橘
茂
〈
三
区
）

男
子
二
部
①
近
江
茂
（
二
区
）
水
島

正
起
（
宮
崎
）
①
水
島
大
治

（
二
区
）
岡
本
輝
夫
（
一
一
区
）

①
金
沢
澄
子
（
三
区
）
森
洋
子

（
一
ニ
区
〉
①
狩
谷
文
子
（
五
箇

庄
）
南
茂
沼
子
（
五
箇
庄
）

女
子

一
S
E
E

’幽

－

ム

a

‘．． 
1
J

圃

一
ト
A
W

一－P

一

九一だ
しい一一

圏一
一学
ー一＼一

：
 

文集できる

朝日町学校教育研究会

よい守ーたちの

子
ど
も
の
感
覚
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で

す
む
こ
の
感
覚
よ
り
生
ま
れ
た
表
現
力
を

育
て
、
伸
ば
し
て
や
ろ
う
。
そ
し
て
、
子

ど
も
達
に
喜
び
を
与
え
、
書
く
意
欲
を
伸

ば
し
て
や
ろ
う
。
と
、
こ
の
た
び
、
朝
臼

町
学
校
教
育
研
究
会
の
有
志
が
集
ま
っ
て

文
集

「
青
空
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、

町
内
全
小
学
校
の
ほ
と
ん

ど
の
学
級
か
ら
作
品
を

一
点
ず
つ
を
集
め

て
掲
縦
し
て
あ
り
、
こ
れ
－一製
本
し
て
各

学
校
、
学
級
へ
配
布
し
ま
し
た
。
来
年
度

以
降
も
発
刊
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
発
刊
に
際
し、

泊
本
町
の
小
沢
的

さ
ん
は
じ
め
多
数
の
方
々
の
深
い
御
瑚
解

と
、
御
協
力
が
あ
り
ま
し
た
こ
ど
会
申
し

添
え
厚
く
感
謝
申
し
土
げ
ま
す
。

朝
日
町
善
意
銀
行

つ
M
C
の
か
た
が
た
か
ら
、
社
会
福
祉
の

地
位
－
の
た
め
に
と
鈍
重
な
諮
問
意
を
鼠
託
さ

れ
ま
し
た
。

七
千
四
百
八
十
六
円
也
朝
日
町
連
合
青
年
団
殿

団
員
の
皆
さ
ん
が
「
が
ら
く
た
市
」

を

催
し
た
議
余
を
社
会
福
祉
の
た
め
に
。

雑

巾

五

十

枚

浦

田

む

つ

子

殿

病
気
全
快
の
よ
ろ
こ
び
と
感
謝
の
気
持

ち
を
社
会
福
祉
に
と
昭
和
四
十
三
年
よ

り
毎
年
一
一
一
月
七
日
に
心
を
恒
」
め
て
縫
い

あ
げ
た
雑
巾
の
頭
託
を
続
け
ら
れ
て
い

る
。善
銀
で
は
早
速
朝
日
町
の
各
保
育
所

に
配
分
し
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

（
昭
和
四
十
九
年
三
月
十
五
日
現
在
）
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